
 

第339回例会 【静岡第７分区IM】 2月27日(土)AM10:00～13:45  

■式  典；10：00～10：25於）三ケ日文化ホール 

■講演会；10：40～12：00 於）三ケ日文化ホール 

■懇親会；12：35～13：45 於）浜名湖レークサイド 

静岡第７分区ガバナー補佐 

穴水 春男 様 

ひとりひとりの集合体 穴水 春男 

飯田祥雄ガバナーを始め、大変多く

の会員の皆様にご出席を頂き、主催者

として誠に有り難く、ご協力に心より

感謝申し上げます。今年度のＩＭは、

浜名湖ＲＣが長年にわたり取り組んで

参りました「浜名湖浄化プロジェクト」

をテーマに、その取り組みと成果の一

端をご紹介します。 

さて、私達一人一人の力など小さな

物ですが、それが集合体となり、組織

となりますと大きな力が発揮できま

す。又、組織の力によって一人一人の

力がより引き出せるものであります。

私達は、自信を持ってロータリークラ

ブの活動に取り組み、自分自身を高め

ていきたいものであります。ロータリ

ークラブは、一年ごとに役割が変わり

ます。その役割を一人一人が全うする

事で、ロータリーの未来への鎖が強く

なり、元気で明るい自分が実現できる

のではないでしょうか。 

浜名湖畔におきまして、親睦を深

め面識も広められます様お願い申し

上げます。 

89名中34名38.20% 

前々回修正出席率 75.28% 

 本日のＩＭテーマ『浜名湖浄化プロジェクト』が、皆様の心に留めておいて頂ければ幸いです。主題は、群馬高専

の特命教授・小島 昭先生の「炭は地球を救う」です。浜名湖ＲＣが長年支援して来ました三ケ日高校が行っている

「猪鼻湖」の水質調査。そして水質改善には、どのような手法が良いか等にお力を借りています。三ケ日町の二つの

小学校での出前講座、地域で活躍している「わらの会」「農青連」「婦人会」との関わりでも大変ご尽力を頂いている

方です。又、水質浄化に効果がある「炭素繊維」を猪鼻湖に設置するにあたっても色々なご意見、ご助言を頂き効果

を上げています。浜松市立平山小学校４年の生徒さん達が自然から得た成果を映像と創作劇で皆さんにご披露を致し

ます。 

IM 実行委員長の挨拶 

夏目 厚司 

本日は、静岡第７分区のＩＭには、

飯田祥雄ガバナーを始めとしてご来

賓の方々、多くの会員の皆様にはご参

加を頂き誠にありがとうございます。

今回のＩＭテーマは「浜名湖浄化プロ

ジェクト」です。飯田祥雄ガバナーの

掲げられている「明るく、元気の良い

ロータリーを心掛けましょう」を私た

ち活動テーマとして今日は明るく、元

気で、しかも楽しいＩＭを企画いたし

ました。是非、一日楽しんで下さい。

尚、本日の静岡第７分区のＩＭはＮＨ

Ｋラジオで取り上げられ全国にコマ

ーシャルされている事をお知らせし

て開会のご挨拶とさせて頂きます。 

歓迎のあいさつ（IM ホストクラブ会長）   浜名湖 RC 会長 亀 松 駿 行 



 

第２６２０地区ガバナー挨拶 飯田 祥雄様 

静岡第７分区ＩＭに期待します。ＲＩ第２６２０地区静岡第７分区の８クラブの皆様が一堂に集うインターシテ

ィーミーティングを穴水春男ガバナー補佐が中心にご企画下さり、ホストクラブである浜名湖ロータリークラブの

皆様のご尽力によって盛大に開催されます事に、大きな悦びと感謝を込めてご期待を申し上げます。同じ分区のロ

ータリアンであっても、皆様がひとつの会場に集い、同じ食事をとり、同じテーマを語り、同じ歌を唄う機会は尐

ないと思います。ロータリーの友の輪を大きく育てる良き場として、盛大であってほしいと希望します。 

今回は皆様が長い年月、情熱を傾けて来られた湖の浄化の重要素材である炭の話を協力して下さっている群馬工

業高等専門学校 特命教授・工学博士 小島 昭先生から聞かせて頂けるとのこと楽しみです。又、ホストを担当し

て下さる浜名湖ロータリークラブの皆様には、大変なご苦労をお願いすることになりますが、ホストにはロータリ

アンとしての活躍の場が大きく広がる悦びがあります。ホストクラブの担当は、どの分区でも当番制のことの様で

す。この担当は、クラブの人数が多くても尐なくても、企画と努力と工夫によって素晴らしい成果を勝ち取ること

ができます。分区内の平等を育み、地区内に我有りを示す絶好の機会だと思います。このＩＭの大成功を期待し祈

念します。私は最近、昨年に引続く心配事に悩まされています。それは、厳しい社会状勢と高齢化のために会員数

の減尐に苦しむクラブが有り、近い将来において解散という悲しい決断に至るのではないか、という心配です。事

実、具体的な情報もあります。この事の解決は単独のクラブの努力だけでは解決が困難の様に思われます。近隣ク

ラブの親クラブ子クラブの関係、同じ分区内での会長幹事会での相談や話合い、指導的会員による話合い等によっ

て、新会員の勧誘や例会や行事の内容の工夫といった具体的な対策が必要だと感じています。私も坐して待つばか

りではないと思っていますが、情報交換やご相談など知恵とお力を戴きたいのです。どうぞ、よろしくお願い申し

上げます。有難うございました。 
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